平成29年度競技会ドーピング検査結果について
公益社団法人日本ボディビル・フィットネス連盟(以降JBBF)の登録選手及び関係者全員がドーピング検査対象選手です、ボディビル・フィットネス競技を競技スポーツとして日本オリンピック委員会(JOC)の会員となり他の競技団体と同等にアンチドーピング教育とドーピング検査を行っています。日本アンチドーピング機構(JADA)が認める検査機関で行うドーピング検査が国際的に認められた検査です。
私達のJBBFが日本国内におけるJOC・JADAが認める競技団体であるためには、選手の皆様と関係者の方達に正しい競技ルールとアンチドーピングの正しい知識を知らせる義務が生じます。
平成29年度は24競技会において85名の尿と同時に血液でのドーピング検査が終了しました、また競技会検査とは別に居場所情報を基に競技会外検査も年間を通して行い、国際大会出場予定の選手には抜き打ち検査が課せられます。
ここ数年間ドーピング陽性者を出した団体としてJOCから注意を受け、競技会検査はもとよりアンチドーピング教育の徹底を求められました、以下が実施内容です。
JBBFのアンチドーピング講習会は18回全国各地にて事前講習会を行いました。平成29年度は1950名の登録選手とサポートメンバーの方たちが参加し、平成28年度の1000名を合わせると登録選手の80%が受講したことになり、日程の都合がつかない20%の選手がレポート提出し次年度講習会に参加することを条件に許可し、すべての選手がアンチドーピングについての説明を聞くことができ、結果ドーピング違反者ゼロとなりました。
平成30年度も講習会とドーピング検査を引き続き行います、特に競技会申し込み前に受講することにより使用できる薬品とサプリメント、それらを判断する知識を身に着けることができます。
ボディビル・フィットネス競技への参加を考えている方達には薬物に依存せず、未成年者も含めすべての人達にトレーニングや栄養摂取についても模範となるようお願いします。
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